
施策評価シート【分野別施策】 

 

施策名 関係部 

３－③ 循環型社会の形成を推進する 環境部 

所管事業に関連する成果指標 

指標名 
単

位 

実績値 
5 年度 

目標値 
改訂計画 

策定時 
2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

１人１日当たりの 

ごみ排出量（年間） 
ｇ 871 850 831 818 782 856 

ごみの資源化率 ％ 25.4 26.4 25.5 25.1 25.3 26.6 

 

関連事業 

○ごみの減量化・資源化促進事業○食品ロス削減・フードバンク活動支援事業○可燃ごみ戸別収集拡充事業 

決算額 

 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 

事業費（千円） 6,065 5,814 5,669 1,329 

執行率（％） 87.70 94.32 97.79 92.36 

 

施策の推進に向けた主な取組の「成果」 

・ごみ減量化推進員会による海岸清掃や地区内スーパーでのマイバッグ持参率調査などの活動を支

援するとともに、市庁舎での生ごみ自家処理相談会を開催することにより、ごみの減量化や資源

化を推進しました。 

・フードバンク湘南と連携した市庁舎でのフードドライブを実施するとともに、商工会議所や食品

関連事業者に対する食品リサイクルの啓発を行い、食品ロスの削減を推進しました。 

・可燃ごみ戸別収集の市全域での実施に向けて、対象エリアを順次拡大しました。 
 

施策を推進する上での「主な課題（・）」と課題解決を図るための「取組方針（⇒）」 

・ごみの減量と資源化率の向上を図る必要があります。 

⇒ごみに関する情報提供のほか、生ごみ自家処理相談会などの実施により、ごみの排出抑制、減量

化や資源化に向けた市民や事業者の自主的な取組を促進するとともに、ごみ減量化推進員会によ

る普及啓発活動への支援を継続します。 

・食品ロス対策に取り組む市民や事業者を増やす必要があります。 

⇒ごみ通信や市ホームページなど、様々な媒体を活用するとともに、県と連携し、食品ロス削減に

関する市民や事業者の理解を深めるための周知・啓発を推進します。 

・ごみ出しに係る市民の負担を軽減する必要があります。 

⇒民間活力の活用を含めた、ごみ収集体制の検討を継続するとともに、可燃ごみ戸別収集の対象地



区を段階的に拡大していきます。また、ごみ収集業務のデジタル化を進め、収集時間の見える化

など、市民満足度を高めます。 

 


